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11 月 9 日（月）～ 11 月 15 日（日）は全国一斉

秋の火災予防運動

その火事を 防ぐあなたに 金メダル
2020 年度全国統一防火標語

問合せ　埼玉東部消防組合幸手消防署
　　　　☎（42)9119・（42)9117

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
訪
問
調
査
に
つ

　

い
て

　

幸
手
消
防
署
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
消
防

職
員
が
訪
問
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
は
簡
単
な
聞
取
り
方
式
で
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
越
し
に
よ
る
回
答
で
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

消
防
職
員
か
ら
ド
ア
の
開
放
や
室
内
の

確
認
を
要
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
！

　

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
消
火
器

な
ど
の
販
売
は
、
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
！

　

疑
問
を
感
じ
た
ら
、
消
防
署
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

■
も
し
も
の
時
は
１
１
９
番

　

市
内
の
災
害
で
も
、
い
ち
早
く
災
害
現

場
に
到
着
す
る
た
め
に
現
場
か
ら
最
も
近

い
市
外
の
消
防
車
や
救
急
車
も
出
動
し
ま

す
。

　

消
防
署
の
一
般
電
話
へ
の
通
報
で
は

な
く
、
火
災
や
救
急
な
ど
の
災
害
時
は

「
１
１
９
番
」へ
の
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

消
防
署
の
問
い
か
け
、「
火
災
か
救
急

か
」、「
現
場
の
住
所
は
」、「
目
標
物
は
」、

「
ど
の
様
な
状
態
か
」、「
通
報
し
て
い
る

電
話
の
番
号
は
」に
は
、
ゆ
っ
く
り
、
は
っ

き
り
、
落
ち
着
い
て
答
え
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

消
防
署
の
問
い
か
け
を
最
後
ま
で
聞
き

（
勝
手
に
切
ら
な
い
）、
通
話
中
で
も
災
害

現
場
と
内
容
が
わ
か
り
し
だ
い
消
防
車
や

救
急
車
は
出
動
し
ま
す
。

■
住
宅
防
火「
命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

▼
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

　

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

　

き
は
必
ず
火
を
消
す
。

▼
４
つ
の
対
策　

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅
用
火
災

　

警
報
器
を
設
置
す
る
。

⑤
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

　

に
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

　

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

⑦
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

　

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
作
る
。

人間ドック・脳ドック検査費用の一部助成

　市では、疾病の予防・早期発見、健康の保持増進のため、人間ドック・脳ドック検査費用の一部
助成を行っています。
　特定健診を受診した人も申請できます。健診と併用して、みなさんの健康管理に役立てましょう。

対　象　受診日時点でつぎの要件のいずれかに該
　　　　当し、助成申請時に保険税（料）の未納が
　　　　ない人
　　　　・満 35 歳以上の国民健康保険被保険者
　　　　・後期高齢者医療被保険者
助成額　上限 2万 7000 円／ 1人
　　　　※人間ドック・脳ドックのいずれか１回
　　　　　のみの助成で、検査費用が上限に満た
　　　　　ない場合は、その額を助成。
　　　　※後期高齢者医療被保険者は、同一年度
　　　　　内に幸手市国民健康保険で、この助成
　　　　　を受けていない人。
申込み　検査機関に検査費用を支払った日の属す
　　　　る年度内に、保険年金課窓口で申請

持ち物　被保険者証、検査費用の領収書（本人宛）、
　　　　検査結果（写しを取り原本返却）、振込先
　　　　の預・貯金通帳
問合せ　保険年金課☎（43)1111 内線 4404
　　　　　　　　　（43)1125

※人間ドックとは、特定健康診査における以下の
　健診項目をすべて含むものをいいます。
　問診・医師の診察・身体計測・血圧測定・血中
　脂質検査・肝機能検査・血糖検査・尿検査
※脳ドックとは、磁気共鳴映像（MRI）、磁気共鳴
　血管撮影（MRA）などの画像診断を行うものをい
　います。
※検査結果に応じて、食生活改善などの「保健指
　導」をご案内します。

最大 ２万７千円の補助！

　10月 16日（金）、テレビ番組の THEカラオケ★バトル（9月 6日（日）放送）で優勝した北本莉斗くんが、
市長を表敬訪問しました。
　予選では髙橋真梨子さんの「ごめんね…」を歌い、つづく決勝では竹内まりやさんの「駅」を歌い、精
密採点 Ai による最高得点を記録し、見事優勝を果たしました。

■歌をうたうきっかけ
　「幼稚園のとき、お母さんと一緒に吉田山田さんというアーティストの
ライブを見に行って、家で真似するように歌うようになったのがきっか
けです。また翠千賀さんの歌を間近で聞くことがあって、それからカラ
オケ★バトルを欠かさず見るようになりました。」と。
■今後の目標・夢について
　「まだ習い始めて 1 年ぐらいですが、アコースティックギターを弾ける
ようになりたいです。将来の夢は、ギターを弾きながら歌える歌手にな
ることです。」と話してくれました。
※精密採点 Ai とは、音声認識技術、感情認識技術を活用した機械的採点。

THE カラオケ★バトル優勝
小学校 5年生

　北本莉斗くん
　9 月 25 日（金）、令和 2 年全国地域安全運動中央大会にて防犯栄誉金章を受賞した戸島安戸防犯協
力会会長　野村義雄さんが、市長を表敬訪問しました。
　9 月 24 日（木）に明治記念館で行われた受賞式では、防犯栄誉金章は全国で 94 人、埼玉県内では
6人の受賞で、幸手地区（幸手警察署管内）では、初の受賞となりました。

■防犯活動のきっかけ
　「平成 17 年の冬、栃木県内で児童に対する痛ましい事件があったこと
から、八代区長会で臨時区長会を行い、地区の子どもたちはみんなで守る。
という話し合いを行ったのがきっかけです。それから毎日、登校時は集
合場所から学校まで、下校時は低学年・高学年と 2 回、学校から自宅ま
で見守るようになり、今も続けています。」と。
■今後の活動について
　「今でも大きくなった子どもたちから、年賀状などが届きますので、活
動の励みになっています。これからも自分の健康を見守りながら、地区
の子どもたちを見守っていこうと考えています。」と話してくれました。

防犯栄誉金章受賞
戸島安戸防犯協力会会長

　野村義雄さん

輝き輝き


